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祇
固
ま
つ
り

大
洲
散
歩
(
知
っ
て
お
き
た
い
私
の
大
洲
)
①
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八
多
喜
は
、
合
併
前
は
粟
津
村
と
い
い
ま
し
た
。
大
洲

市
の
肱
川
沿
い
で
は
最
も
河
口
に
近
く
、
物
資
や
人
の
流

れ
の
中
継
点
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

祇
園
神
社
は
、
肱
川
に
話
す
る
よ
う
に
そ
の
社
叢
が
あ

り
ま
す
。
苦
か
ら
、
縁
起
の
神
、
悪
病
除
の
神
、
牛
馬
の

守
護
神
と
し
て
、
地
方
の
敬
神
が
あ
つ
か
っ
た
神
社
で
す
。

祇
園
ま
つ
り
は
、
毎
年
、
旧
正
月
の
元
旦
か
ら
四
日
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。
戦
前
は
、
寸
祇
園
神
社
大
祭
L

と
し
て
大
洲

市
、
喜
多
郡
は
も
と
よ
り
、
中
・
南
予
一
円
か
ら
参
拝
者

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
数
は
、
七
万
人
を
越
え
る
こ
と
も
あ
り
、
国
鉄
も
臨

時
列
車
を
出
す
程
で
し
た
。
こ
の
行
事
を
、
昭
和
四
十
一
二

年
に
八
多
喜
商
工
会
と
氏
子
総
代
が
中
心
と
な
り
、
「
祇

園
ま
つ
り
し
と
し
て
復
興
し
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る

へ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ザ
1

、
神
楽
、
福
引
き
な
ど
で

四
日
間
賑
い
を
み
せ
ま
す
。

ま
つ
り
の
復
興
か
ら
二
十
年
余
り
を
経
ま
し
た
が
、
こ

の
お
ま
つ
り
を
訪
れ
る
人
は
年
々
増
加
を
し
て
き
で
い
ま

す。祇
園
神
社
は
、
江
戸
時
代
、
大
洲
藩
主
が
海
路
の
安
全

を
祈
願
し
、
参
勤
安
代
の
時
に
は
わ
ざ
わ
ざ
着
船
し
、
参

拝
を
行
っ
た
程
、
格
式
と
歴
史
が
あ
り
、
地
域
の
鎮
守
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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平成2年 2月1日おおず広報

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、

12月定例市議会=

十
二
月
十
二
日
か
ら
二
十

今
議
会
で
は
、

二
日
ま
で
十
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

条
例

関
係
五
件
、

人
事
案
件
二
件
、

平
成
元
年
度
予
算
関
係
十
件
、

そ
の
他
二
件
の
計
十
九

件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

昨
年
を
ふ
り
返
る
と
、
国
際
的
に
は

東
駄
の
情
勢
、
ま
た
国
内
に
お
い
て
は

激
動
の
昭
和
の
時
代
か
ら
新
し
い
平
成

の
時
代
へ
移
り
変
わ
っ
た
年
で
し
た
。

国
政
に
お
い
て
も
、
消
費
税
創
設
を
柱

と
す
る
税
制
改
革
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま

さ
に
変
革
と
激
動
の
一
年
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
市
政
を
担
当
し
て
い
く
に
あ
た

り
、
市
政
推
進
の
柱
と
し
て
「
快
適
で

ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い
都
市
守
つ
く
り
」

「
活
力
の
あ
る
豊
か
な
生
産
都
市
守
つ
く

り
」
「
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
都
市

づ
く
り
L

「
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く

む
文
化
都
市
守
つ
く
り
」
の
四
つ
を
か
か

げ
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、

A
7
年
度
計
画
し
て

い
ま
し
た
諸
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画

ど
お
り
推
進
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
財
政
の
健
全
な
均
衡
を

図
り
な
が
ら
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て

積
極
的
な
財
政
運
営
を
展
開
し
た
い
と

考
え
で
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額
(
ム
は
減
額
)

一
般
会
計
五
億
五
千
五
百
九
十
七

万
円

特
別
会
計
ム
五
百
一
万
円

企
業
会
計
二
億
四
百
九
十
五
万
円

七
億
五
千
五
百
九
十
一
万

円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
二
百

一
億
七
千
七
百
七
十
二
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
十
九
億
九
千

四
百
五
十
九
万
円
(
約
十
一
・

O
%
)

増
加
し
ま
し
た
。

4色、
Eヨ

計

荷量

A

一
A

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
百
十
八
億
四
千
二
百
五
十
八
万

円
と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、

十
二
億
四
千
四
百
五
十
二
万
円
(
約
十

一
・
七
垢
)
増
加
し
ま
し
た
。

V
総
務
費
市
道
離
宮
線
用
地
購
入
に

伴
う
交
換
地
購
入
に
二
千
八
百
五
万
円

V
民
生
費
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業

(
生
活
環
境
整
備
)
に
八
千
六
百
九
十

九
万
円

V
農
林
水
産
業
費
新
農
業
構
造
改
善

事
業
費
補
助
金
(
農
産
物
処
理
加
工
場

へ
の
冷
凍
庫
の
設
置
な
ど
)
と
し
て
二

千
六
百
三
十
九
万
円
、
梅
川
林
道
新
設

事
業
に
一
千
六
百
九
十
万
円

商
工
費
大
洲
駅
前
観
光
案
内
塔
設
置

工
事
に
四
百
万
円

土
木
費
市
道
長
谷
梅
川
線
道
路
舗
装

事
業
に
九
百
一
万
円
、
大
洲
停
車
場
南

線
整
備
事
業
に
五
百
二
十
六
万
円

教
育
費
理
科
教
育
振
興
法
備
品
購
入

費
に
四
百
五
十
八
万
円
、
久
米
公
民
館

建
設
に
伴
う
備
品
購
入
費
に
四
百
五
十

万
円

V
災
害
復
旧
費

現
年
補
助
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
(
梅
雨
前
線
豪
雨
、

台
風
十
七
・
二
十
二
号
災
害
復
旧
事
業
、

|
村
島
天
黄
線
外
五
十
八
線
)
に
一
億

八
千
三
十
九
万
円

条

例

関

係

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給

条
例
の
一
部
改
正
軍
大
洲
市
職
員
退
職

手
当
条
例
の
一
部
改
正
V
企
業
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
V
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
V
単
純
な
労
務
に
雇

用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

石
河
資
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

後
任
委
員
は
次
の
と
わ
り
(
敬
称
略
)

O
石
河
受
(
森
山
、
臼
歳
)
再

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

東
定
一
郎
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
後
任
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
議
会
の
意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

候
補
者
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

O
東
定
一
郎
(
森
山
、
回
歳
)
再

2一

そ

の

他

V
昭
和
六
十
三
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
V
専
決
処
分
し

た
事
件
の
報
告
並
び
に
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て



おおず

廃
棄
物
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

洲
市
と
長
浜
町
の
間
で
計
画
が
進
め
ら
れ
て

広報

環境セシヲー着工 S

全
祈
願
祭
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

き
た
共
同
処
理
施
設

「
大
洲
市
・
長
浜
町
環

境
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
工
事
が
着
工
。
十

月
四
日

市
内
八
多
浪
の
建
設
用
地
で
、

平成 2年 2月1日

A大洲市・長浜町環境センター完成予想図 大

大
洲
市
で
は
、
現
在
稼
動
中
の
廃
棄

物
処
理
施
設
(
二
十
ト
ン
炉
と
七
・
五

ト
ン
炉
)
の
老
朽
化
に
伴
い
、
緊
急
課

題
と
な
っ
て
い
た
施
設
の
改
築
を
、
昭

和
五
十
八
年
、
市
単
独
で
計
画
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
長
浜
町
で
も
同
じ
課
題

が
持
ち
あ
が
っ
て
い
た
た
め
、
昭
和
六

十
年
、
同
町
と
共
同
で
検
討
協
議
会
を

設
置
。
共
同
処
理
施
設
の
建
設
を
目
指

し
て
、
建
設
候
補
地
周
辺
の
関
係
者
ら

と
交
渉
を
開
始
し
、
昭
和
六
十
三
年
九

月
合
意
に
達
し
ま
し
た
。

新
し
い
施
設
は
、
約
六
万
平
方
日
の

敷
地
に
、
工
場
棟
、
管
理
棟
、
車
庫
棟
が

設
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
大
部
分
が
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
。
工
場
棟
は
地
下
一

階
・
地
上
四
階
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

焼
却
炉
は
、
十
六
時
間
運
転
の
三
十

ト
ン
炉
を
二
基
設
置
し
、
処
理
能
力
は

六
十
ト
ン
(
最
大
日
量
)
。
施
設
内
は
、

一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
作
業
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
自
動
化
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
公
害
対
策
に
は
特
に

力
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
最
新
鋭
の
電

気
集
じ
ん
器
や
有
害
ガ
ス
除
去
装
置
を

設
置
。
排
ガ
ス
の
量
は
、
関
係
法
例
の

基
準
値
を
全
て
下
回
る
見
込
で
す
。

十
二
月
四
日
の
安
全
祈
願
祭
に
は
、

桝
田
市
長
や
西
田
長
浜
町
長
ら
関
係
者

約
百
人
が
出
席
。
く
わ
入
れ
や
玉
ぐ

し
を
さ
さ
げ
る
な
ど
し
て
工
事
の
無
事

を
祈
願
し
ま
し
た
。
新
施
設
建
設
に
関

す
る
総
事
業
費
は
約
十
七
億
円
。
平
成

三
年
四
月
の
稼
動
を
目
指
し
、
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安

建
設
工
事
の
指
名
競
争
入
札
戸

参
加
希
望
者
の
受
付
畑

ー
三
月
末
日
ま
で
に
!
一
一

平
成
二
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
を
得
た
い

人
は
、
次
の
要
領
で
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十

三
か
ら
第
二
十
七
条
の
三
十
四
の
規

定
に
基
づ
く
経
営
規
模
、
そ
の
他
経

営
に
関
す
る
事
項
の
審
査
が
終
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
平
成
二
年
三
月
一
日
か

ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

建
設
課
管
理
第
一
係

受
付
場
所

新施設/ここが違うム-l

0処理能力ldヴーンと?、γブ/

最大 60t/日

(現在は、大洲市+長浜町で47.5t/日)

※
詳
し
く
は
建
設
課
管
理
第
一
係

(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
5
8
)
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

0公害対策を重視

排7守ス中の有害物質ld

更によヂウン/

0作業の大部分室自動化

安全で効率のよい

作業状況を実現

内ペ

υ

親しみやすい施設の登場です



平成2年2月1日

税
の
申
告
は
お
早
め
に

平
成
元
年
(
昭
和
六
十
四
年
一
月
一

日
か
ら
平
成
元
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
を
い
い
ま
す
。
以
下
同
じ
)
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十

五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

(
正
し
い
確
定
申
告
を
)

一
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が
、
自

ら
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す

る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
告
と

おおず広報

納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
又

は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
(
不
正
な
行
為
が

あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
四

O
パ
ー
セ

ン
ト
又
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
割
合

の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
更
に
、
延
滞
税

平成 2年度市県民税申告相談・申告指導日程表

-
h
j
 • 

も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

(
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
)

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
事
業
を
し
で
い
る
場
合
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
元
年
中

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控

よ也 区 期 間 tZL 三三 場

大 がi'[ 2 月 8 日 ~19 日 市役所税務課

申 八 多 喜 2月20日 八多喜連絡所

上 須 戒 2月21日 上須戒 ろ，

止と
事丹 h Iコ 2月22日 新谷 // 

仁コ
大 I(大 111) 2月23日 大川 ク

中目
川 I(蔵川) 2月23日 基幹集落センター

平野 2月26日 平野連 絡 所

南久 米 2月27日 南久米 // 

ヨH火'K 戸田古 田 2月28日 菅田 // 

相1 沢 3月1日 柳沢 // 

善 3月2日 二善 // 

大洲地区(農業者申告相談) 3月 5 日 ~7 日 税務署

国税申告指導の協力 3月 8 日 ~15 日 税務署

申告指導 3月 1 日 ~15 日 市役所税務課

表 I

平日は午前 9時~午後 4時30分
土曜日は午前 9時一正午 (2/10、2/17、2/24、3/3)
(日曜、祭日は除きます)

なわ、税務署は、 2・24(土)と3・1O(士)は閉庁します。

※申告相談時間

除
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
と
き

ニ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
、
五

O
O万
円
を
超
え
る
場
合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二

O
万
円
を
超
え

る
場
合
な
ど

な
わ
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
(
等
)
特
別

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
確

定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
は
、
一
月
一
日
以

1990年

降
提
出
で
き
ま
す
か
ら
、
申
告
書
は
早

め
に
書
い
て
、
で
き
る
だ
け
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定

申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
二

O
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

を
含
め
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。(
市
県
民
税
の
申
告
相
談
)

税
務
課
で
は
、
表

I
の
日
程
で
申
告

相
談
、
指
導
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

A
V
大
洲
市
A
'

二
月
一
日

i

4 ー

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二
年
二

月
一
日
(
沖
縄
県
は
平
成
元
年
十
二
月

一
日
)
現
在
で
、
全
国
の
農
家
、
林

家
な
ど
を
対
象
に
「
世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
始
め
各

方
面
で
農
林
業
施
策
推
進
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
農
林
業
の

経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
た
事
項
は
、
統
計

を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る

も
の
で
、
個
人
の
課
税
な
ど
そ
の
他

の
目
的
に
使
う
こ
と
は
法
律
で
固
く

禁
じ
ら
れ
て
わ
り
ま
す
か
ら
、
あ
り

の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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競売不動産買受け

Q &A 

平成2年 2月1日

皆
さ
ん
は
、
裁
判
所
で
不
動
産
の
売
却
を
行
っ
て
い
る
の
一

一
を
ご
存
知
で
す
か
?

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
で
は
、
債
務
を
弁
済
す
る
こ
一

一
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
の
所
有
す
る
不
動
産
な
ど
(
大
洲
一

…
市
、
喜
多
郡
全
域
)
を
差
し
押
さ
え
て
、
こ
れ
を
売
却
し
、

一
そ
の
代
金
を
債
務
の
弁
済
に
あ
て
る
手
続
を
取
り
扱
っ
て
い
日

一
ま
す
。
こ
れ
が
不
動
産
の
競
売
で
す
。

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
買
受
申
一

日
出
に
関
す
る
質
問
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
も
の
を
い
く
つ
か
一

一

紹

介

し

て

み

ま

し

ょ

う

。

一

Q
1
ど
う
い
う
方
法
で
不
動
産
を
売
却
代
金
の
一
部
に
あ
て
ら
れ
ま
す
が
、

却
し
て
い
る
の
で
す
か
つ
ま
た
、
買
そ
の
他
の
入
札
者
に
は
保
証
金
を
返
還

受
申
出
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
し
ま
す
。

い

の

で

す

か

?

Q

2

貰

い

た

い

と

思

う

不

動

産

の

現

A

現
在
、
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
状
を
調
査
す
る
方
法
を
教
え
て
く
だ

る
の
は
、
裁
判
所
が
一
定
の
入
札
期
間
さ
い
。

を
定
め
、
そ
の
期
間
内
に
入
札
を
受
け

A

裁
判
所
で
は
、
入
札
開
始
前
か
ら

付
け
る
「
期
間
入
札
」
と
い
う
方
法
で
競
売
物
件
の
「
物
件
明
細
書
L

、
「
現

す

。

況

調

査

報

告

書

」

、

「

評

価

書

し

と

い

う

ま
ず
、
競
売
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
三
種
の
書
類
の
写
し
を
備
え
置
い
て
お

事
前
に
不
動
産
の
所
在
す
る
市
役
所
あ
り
、
自
由
に
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
し

る
い
は
町
村
役
場
に
、
競
売
物
件
、
入
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
、
不
動
産

札
期
間
な
ど
が
公
告
さ
れ
ま
す
。
入
札
の
現
況
、
評
価
額
、
権
利
関
係
な
ど
が

し
よ
う
と
す
る
人
は
、
入
札
用
紙
(
裁
記
載
さ
れ
て
お
り
、
入
札
を
希
望
す
る

判
所
で
交
付
し
ま
す
)
に
必
要
事
項
を
人
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

記
入
し
ま
す
が
、
入
札
価
格
は
裁
判
所
Q
3
代
金
の
納
付
は
い
つ
に
な
る
の

が
定
め
た
最
低
売
却
価
格
以
上
で
な
け
で
す
か
?
ま
た
、
登
記
関
係
は
ど
う

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
入
札
は
郵
送
で
も
な
る
の
で
す
か
?

で
き
ま
す
し
、
結
果
が
明
ら
か
に
な
る

A

最
高
価
買
受
申
出
人
に
売
却
す
る

ま
で
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
こ
と
が
確
定
す
る
と
、
確
定
し
た
時
点

入
札
す
る
と
き
は
、
同
時
に
保
証
の
か
ら
一
ヵ
月
以
内
の
適
当
な
日
を
代
金

提
供
(
原
則
と
し
て
最
低
売
却
価
格
の
の
納
付
期
限
と
定
め
通
知
し
ま
す
。
期

二
割
)
が
必
要
で
す
。
最
高
価
で
入
札
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
資
格
を
失
い
、

し
た
人
(
「
最
高
価
買
受
申
出
人
L

と
保
証
金
の
返
還
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り

言
い
ま
す
)
の
保
証
金
は
、
将
来
、
売
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
際
結
婚
が
一

部
委
わ
り
ま
し
た

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
最
近
は

国
際
結
婚
が
増
え
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
ま
で
は
国
籍
の
違
い
に

よ
っ
て
、
男
性
側
の
国
の
法
律
だ
け

が
適
用
さ
れ
、
女
性
側
の
国
の
法
律
は

考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

か
ら
、
日
本
人
女
性
と
外
国
人
男
性

の
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
、
外
国
人
男
性

の
本
国
法
に
よ
っ
て
は
、
離
婚
で
き

な
い
ケ
l
ス
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
法
律
の
適
用
上
で
も
男

女
平
等
に
扱
う
こ
と
に
し
よ
う
と
、

法
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
二

年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
離
婚
の
外
、
離
婚
に
伴
う
親
権

代
金
が
納
付
さ
れ
る
と
不
動
産
は
買

受
人
の
所
有
と
な
り
ま
す
が
、
あ
わ
せ

て
、
裁
判
所
か
ら
登
記
所
に
対
し
て
所

有
権
移
転
登
記
な
ど
の
嘱
託
を
し
ま
す
o

Q
4
買
受
け
た
不
動
産
を
引
き
渡
し

て
く
れ
な
い
と
き
は
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
す
か
?

A

従
前
の
所
有
者
が
任
意
に
引
き
渡

さ
な
い
と
き
な
ど
、
一
定
の
場
合
に
は

申
し
立
て
に
よ
っ
で
「
引
渡
命
令
」
と

い
う
裁
判
を
し
で
も
ら
え
ま
す
。
こ
の

裁
判
が
さ
れ
る
と
、
執
行
官
に
申
し
立

て
て
、
従
前
の
所
有
者
な
ど
を
強
制
的

に
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
更
に
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り

者
の
決
定
、
国
際
養
チ
縁
組
な
ど
に

改
正
の
影
響
が
出
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
松
山
地
方
法
務
局
大

洲
支
局
(
宮
⑫
4
1
5
5
)
又
は
市

民
課
戸
籍
係
(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線

2
5
3
)
ま
で
わ
問
い
合
せ
く
だ
さ

平成元年

大洲市内の交通事故

12月末現在 昨年同期

{牛 数 235 244 

負傷者 299 303 

死 者 5 3 

5 

に
な
り
た
い
方
は
、
松
山
地
方
裁
判
所

大
洲
支
部
競
売
係
(
宮
⑪
2
0
3
8
)

ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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民生・児童委員に委嘱状

十
二
月
七
日
、
市
役
所
大
ホ
l
ル
で

民
生
・
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
委
嘱
を
受
け

た
委
員
は
七
十
九
人
。
こ
れ
か
ら
三
年

間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
め
、
市
民
生
活
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

各
委
員
の
氏
名
な
ど
は
表
の
と
お
り

で
、
今
回
の
委
嘱
に
伴
い
、
大
洲
市
民

生
児
童
委
員
協
議
会
の
新
役
員
は
、
次

の
各
氏
に
決
定
し
ま
し
た
。

会

長

土

居

貞

雄

(

南

久

米

)

副

会

長

梶

谷

繁

一

(

西

大

洲

)

副
会
長
兼

ミ

コ

佐

々

木

フ

ヂ

子

(

平

野

)

婦
人
部
長

ま
た
、
こ
の
日
は
、
今
回
退
任
し
た

委
員
(
二
十
九
人
)
全
員
に
州
大
洲
市

長
感
謝
状
H

並
び
に

H

愛
媛
県
民
生
児

童
委
員
協
議
会
会
長
感
謝
状
(
愛
媛
県

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
)

H

が
手
渡
さ
れ
、
こ
の
う
ち
在
任
期
間
が

六
年
以
上
の
人
に
は
、
厚
生
大
臣
感
謝

状
が
あ
わ
せ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

退
任
者
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

渡
部
み
ね
子
、
清
水
安
子
(
肱
南
)
、

岩
田
重
喜
、
上
田
重
幸
(
久
米
)
、
大
野

満
子
(
肱
北
)
、
須
藤
喜
(
喜
多
)
、
福
山

勝
、
永
見
宗
俊
(
平
野
)
、
栗
田
園
夫
、

井
上
進
(
南
久
米
)
、
吉
田
善
子
、
青
木

久
、
成
津
富
衛
(
菅
田
)
、
西
野
清
友
、

神
ノ
倉
末
虞
(
大
川
)
、
井
上
要
、
亀
本

春
子
、
徳
田
生
夫
、
山
崎
誠
二
柳
沢
)

岡
部
寅
夫
、
大
野
時
明
、
梅
岡
邦
嘉
、

古
川
善
政
、
岡
崎
房
子
(
新
谷
)
、
熊
野

高
義
(
コ
蚕
口
)
、
菊
池
安
子
、
須
内
茂
男

(
八
多
喜
)
、
下
岡
俊
、
政
所
サ
ワ
エ

(
上
須
戒
)

大 洲市民生児童委員一覧表

地区 氏 名 電話 地区 氏 名 電 話 地区 氏 名 電話

大洲 平井繁義 24-2746 平地 東 文道 24-6630 
相1

柳沢 山崎美和子 25-5241 

肱 11 j中本恒一 24-2219 平 11 菊池安儀 24-2278 11 松岡久美雄 25-4082 

11 井上悪子 24-4463 11 谷口ウメコ 24-6810 藤縄 森本幸衛 25-0877 

11 村上 守 24-2635 野 野田 山田 清 23-3659 沢 田処 森岡 猛 25-5007 

11 玉井佐智 24-6397 11 佐々 木フヂ子 23-2996 11 上浅光枝 25-4652 

南 柚木 津田和美 24-2075 北只 梅林最子 24-4268 新谷 野喜志げ子 25-0681 

11 白石成子 24-6246 南 梅川 土居貞雄 24-7528 11 池田庄三期 25-0272 

西大洲 諸国茂子 24-5899 久 稲積 菊地久 24-7l7l 
新

喜多山 谷本長幸 25-0068 
久 11 梶谷繁一 24-2619 米 長谷 木戸ミヤコ 24-7376 新谷 森中 号長 25-0429 

阿蔵 矢野利秋 24-6140 松尾 出合 敏 24-6737 11 堀川 7台25-0607 

11 井藤 満 24-5697 菅田 藤方 進 25-5189 11 松若キヨ子 25-0942 
米 高山 白石清子 24-6186 有友武司 25-5070 

'口口一

喜多山 河野宏道 25-3562 11 

中村 丹羽ノブエ 24-6379 
戸日と

宇津 平野律子 25-0461 恋木 安川喜太郎 25-3596 

11 安養寺重磨 23-3318 菅田 野戸千才 25-5966 春賀 熊野良一 26-0167 

肱 11 櫛部佐敏 24-3766 宇津 冨永君子 27-0328 11 祖母井千歳 26-1838 

11 二宮貞子 24-4641 11 西岡秀幸 27-0297 東宇山 上岡薫敏 26-1623 

常磐田I東原弘泰 24-3285 
田

菅田 矢野末光 25-4769 
善

多国 大塚須義子 26-0309 

若宮 漬田耕造 23-2661 大竹 中野善高 24-5856 八多喜 大西松栄 26-0704 

;jt 11 大野洋子 24-2824 森山 石河直子 27-0330 J¥ 11 楠野ヨシ子 26-075l 

1; 吉岡友陸 24-3203 大 11 石i可美明 27-0024 11 武知 操 26-0509 

尾崎重利 24-3898 成能 栗田初子 27-0501 
アク

鶴岡通利 26-1534 ~ 11 

五郎 石村英子 23-4772 蔵川 絵家道子 27-0967 喜 米津 都築一男 26-1921 

喜 東宇山 白石正行 25-4214 JII 11 西山義長 27-0360 子成 佐野昭子 26-0195 
田 口 梅原義明 24-2578 

~ 河内途一 27-0928上上須戒水沼)1原子 26一1225
11 一宮 串方て 24-7655 
11 中野 動 25-2358 

久保ヤヲエ 26-1301

アノク
市木 中属シマコ 25-4783 ; 。 白石持おー100

徳森 台越芳明 25-5610 田丸 章 26-1160
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川
方
、
社
会
教
育
市
木
集
会
所
が
建
設
さ

川
れ
、
昭
和
五
十
年
か
ら
対
象
地
域
の
教

川
育
文
化
振
興
の
た
め
の
活
動
が
始
ま
り

川
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
間
二
百
四
十
時

川
間
以
上
の
解
放
学
習
が
進
め
ら
れ
、
初

川
年
度
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る

川
ま
で
、
延
べ
二
千
二
百
四
十
六
人
が
参

川
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
会
所
学
習
の
内

=一一一一三ZE--一喜一一三一ZE--一一一ZE--一三一==一一一ZE--三一一一一一一一一一三ZE--z一一一一一一=====Ez--EE=圭

Z
Z
2
2
Z三
一
主
三
主
主
=
三
三
三
Z
=
三
三
三
三
三
=
一
三
三
三
一
一
一
一
一
二
三
三
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
三
三
E
E
-
-
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
三
一
二
三
一
一
一
一
一
二
三
一
川
容
は
(
シ
リ
ー
ズ
第
一
一
四
・
一
一
五

一
ヨ
匹
三

bι

川
口
方
)
「
ご
存
知
で
す
か
集
会
所
学
習
」

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
川

F
a
f
-
-

川
の
項
に
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。

川
ま
た
学
校
で
は
、
社
会
科
の
教
科
書

改
定
差
額
は
二
月
分
で
川

川
に
(
小
学
校
は
四
十
九
年
、
中
学
校
は

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の
年
金
山
五
十
年
)
同
和
問
題
記
述
の
改
訂
が
な

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
さ
れ
、
学
社
一
体
の
推
進
が
き
め
細
か

今
回
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
は
、
昨
川
く
実
践
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
次
い
で

年
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
さ
れ
る
川
五
十
一
年
に
コ
え
ひ
め
同
和
教
育
し
の

こ
と
に
な
り
、
二
月
の
定
期
支
払
で
新
川
無
料
配
布
、
五
十
二
年
に
は
広
報
「
お

年
金
額
と
あ
わ
せ
て
改
定
差
額
が
支
払
川
お
ず
し
に
同
和
教
育
欄
が
設
定
さ
れ
、

わ

れ

ま

す

。

川

啓

発

の

た

め

の

同

和

教

育

シ

リ

ー

ズ

が

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
と
も
既
に
そ
川
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
え
の
で
す
。

れ
ぞ
れ
平
成
元
年
十
一
月
、
十
二
月
に
川
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
五
十
四
年

前
月
ま
で
の
月
分
の
年
金
額
が
支
払
わ
川
に
は
同
対
法
三
年
延
長
に
伴
い
、
同
和

れ
て
い
ま
す
。
二
月
の
支
払
い
で
は
、
川
問
題
の
再
認
識
と
全
市
民
の
共
通
課
題

前
回
の
支
払
い
以
降
の
月
分
の
新
年
金
川
と
し
で
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に

の
額
と
、
昨
年
四
月
か
ら
既
に
支
払
済
川
「
市
民
の
す
べ
て
が
取
り
組
む
同
和
教

み
の
月
分
ま
で
の
差
額
と
が
あ
わ
せ
て
川
育
L

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
配
布
。

支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
山
学
校
で
は
小
学
校
(
き
ょ
う
だ
い
て
中

川
学
校
(
ほ
の
わ
)
、
高
校
(
人
間
の
輪
)

おおず

市民健康マヲ、/ン

広報平成2年 2月1日

山
神
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

二
月
か
ら
四
月
頃
に
か
け
て
の
山
林

は
、
燃
え
や
す
い
落
葉
や
枯
草
な
ど
が

地
面
を
覆
い
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

た
め
に
、
小
さ
な
火
種
で
も
容
易
に
山

火
事
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
多
い
季

節
で
す
。

貴
重
な
森
林
資
源
を
山
火
事
か
ら
守

る
た
め
、
入
山
中
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ー
た
き
火
を
す
る
時
は
、
周
囲
の
枯

草
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
は
取
り
除

い
て
お
く

2

た
き
火
を
す
る
前
に
消
火
準
備
を

し
て
お
く

3

風
の
強
い
時
や
乾
燥
注
意
報
の
発

令
中
は
、
山
中
で
は
火
を
使
わ
な
い

第 7回大洲市健康マラソン大会を下記

のとわり開催します。多数の参加をわ待

ちしています。

林野ての

火の取り扱りに気をつ11ょう
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

火
の
始
末
は
完
全
に
行
う

※
山
林
な
ど
で
火
入
を
す
る
場
合
は
、

開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
十
目
前
ま
で

に
申
請
書
類
を
市
民
課
へ
提
出
し
、
市

長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
(
宮

⑫
2
1
1
1
)
又
は
大
洲
消
防
署
(
宮

@
2
6
6
5
)
ま
で

4 5 

日時:平成 2年 2月11日(日)

9時30分 ~

※荒天時は翌12日(月)

受付時間:大会当日

8 時40分~9 時20分

集合(受付)場所:市民会館駐車場

参加方法など詳しくは、大洲市体育協

会事務局(大洲市総合体育館、宮⑫6255)ζ

は大洲市教育委員会社会教育体育課宮

⑪ 2111内389)まであ、問い合せくださしミ。

No.135 

「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」

「
人
権
と
同
和
教
育
」

)
 

1
 

1
 
(
 

を
副
読
本
と
し
て
使
用
し
、
充
実
し
た

同
和
教
育
学
習
が
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
乏
別
事
象
は
そ
の
あ
と
を
絶
た

ず
、
行
政
の
責
務
と
教
育
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
も
、
五
十
五
年
に
は
結
婚
差

別
事
件
が
発
生
。
糾
明
会
の
中
で
市
当

局
は
こ
の
事
を
重
大
視
し
、
同
年
市
長

部
局
に
同
和
対
策
課
を
、
教
育
委
員
会

に
同
和
教
育
課
を
新
設
。
同
和
行
政
の

改
革
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
指

導
員
を
増
員
し
、
各
地
区
同
和
教
育
推

進
組
織
の
名
称
を
変
更
す
る
な
ど
同
和

行
政
を
刷
新
し
、
更
に
課
題
と
さ
れ
て

い
た
企
業
内
同
和
教
育
実
施
計
画
を
樹

立
し
て
、
計
画
的
推
進
に
努
め
た
の
で

す。
そ
し
て
五
十
六
年
に
は
同
和
教
育
啓

発
資
料
「
真
の
民
主
主
義
社
会
を
め
ざ

し
て
し
を
作
成
し
て
、
地
区
懇
談
会
、

研
修
会
、
講
座
な
ど
に
活
用
し
ま
し
た
。

特
に
対
象
地
域
の
生
活
の
確
立
・
教
育

文
化
の
向
上
に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
部
面

に
お
い
て
自
立
と
努
力
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
の
河
内
集
会
所
建
設

に
よ
り
八
施
設
の
建
設
を
完
了
し
、
一

集
会
所
で
年
平
均
三
二
七
時
間
(
一
五

七
回
)
の
学
習
会
が
も
た
れ
、
対
象
地

域
の
学
習
へ
の
意
欲
と
情
熱
に
は
目
を

見
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
号
は
同

和
教
育
の
展
望
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。
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平成2年 2月1日

力
南
予
の
書
家
展
U

回目@庖白

開
催
中

人!?

ヰイ

hv岡
田
燕
子
の
書

奥

さ

ん

訪

問

No.l03 

穏
や
か
で
お
っ
と
り
し
て
い
ま
す
ね

山
田

桂
子
さ
ん
(
田
口
・
明
記
歳
)

おおず広報

V
大
洲
へ
来
て
九
年
に
な
り
ま
し
た
o

v出
身
は
島
根
県
宍
道
町
で
す
。
宍
道

湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
町
で
、
近
く
に
は

出
雲
大
社
や
日
御
崎
が
あ
り
ま
す
。

V
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
大
阪
で
働
く

よ
う
に
な
り
、
主
人
と
は
そ
の
職
場
で

知
り
あ
い
ま
し
た
。

V
結
婚
と
同
時
に
こ
ち
ら
で
生
活
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
最
初
は
朝

優
し
く
、
お
お
ら
か
な
南
予
の
風
土

か
ら
は
、
古
来
多
く
の
書
家
が
輩
出

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
、
そ
れ

ら
の
書
家
の
中
か
ら
物
故
者
に
限
り
三

十
人
余
り
を
選
び
、
そ
の
遺
作
五
十
点

を
展
示
し
ま
す
。

地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
郷
土

の
書
道
文
化
に
貢
献
し
た
先
達
の
作
品

に
触
れ
て
み
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な

こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

な
お
、
主
な
書
家
は
次
の
と
お
り
で

す。
盤
珪
禅
師
・
力
石
高
山
・
仁
井
三
魚

(
大
洲
)
、
篠
崎
三
島
(
内
子
)
、
左
氏

珠
山
・
上
甲
振
洋
・
西
山
禾
山
(
八
幡

浜
)
、
片
山
高
年
・
河
野
如
風
(
宇
和
)

筒
野
道
明
・
岡
田
燕
子
(
吉
田
)
、
松
根

東
洋
城
・
中
井
コ
ッ
フ
(
宇
和
島
)

霧
や
湿
気
の
多
い
の
に
は
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
。
島
根
の
方
は
、
割
と
か
ら
つ
と

し
た
気
候
な
ん
で
す
。

V
料
理
の
味
付
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

違
い
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
さ

つ
ま
と
い
う
料
理
は
こ
ち
ら
へ
来
て
初

め
て
口
に
し
ま
し
た
。

V
あ
ち
ら
は
、
宍
道
湖
で
と
れ
る
し
じ

み
や
白
魚
な
ど
が
お
い
し
い
ん
で
す
が
、

海
の
魚
に
関
し
て
は
遠
洋
も
の
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
、
近
海
も
の
の
豊
富
な
ご

ち
ら
の
方
が
鮮
度
が
高
い
よ
う
で
す
o

v大
洲
は
、
ま
ち
全
体
が
穏
や
か
で
と

表
紙
シ
リ
ー
ズ

ヶ
大
洲
散
歩
u

に

今
月
号
か
ら
十
一
回
に
渡
っ
て
、
表

紙
シ
リ
ー
ズ
第
九
弾

H

大
洲
散
歩
(
知

っ
て
お
き
た
い
わ
た
し
の
大
洲
)

4

を

掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
洲
の
代
表
的
な
風
物
を
掲
載
し
な

が
ら
、
「
大
洲
市
民
と
し
て
、
ぜ
ひ
こ

の
程
度
の
知
識
は
持
っ
て
い
て
欲
し
い
」

と
思
わ
れ
る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
予

定
で
す
。
な
じ
み
深
い
題
材
が
多
く
、

新
鮮
さ
に
欠
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

も
う
一
度
ふ
る
さ
と
大
洲
の
風
物
を
か

み
し
め
直
す
つ
も
り
で
お
つ
き
あ
い
く

だ
さ
い
。

て
も
お
っ
と
り
し
て
い
ま
す
ね
。

ぜ
H
H
i
の
う

H
な
ど
、
一
言
葉
使
い
は

少
し
荒
っ
ぽ
い
感
じ
が
し
ま
す
が
、
人

情
味
の
厚
い
、
暮
ら
し
ゃ
す
い
土
地
柄

だ
な
と
思
い
ま
す
。

V
大
洲
の
自
然
も
美
し
い
で
す
が
、
宍

道
町
も
景
観
の
美
し
さ
で
は
ひ
け
を
と

り
ま
せ
ん
。
宍
道
湖
に
沈
む
夕
陽
の
美

し
さ
は
最
高
で
す
よ
。

亨
子
供
た
ち
(
千
春
ち
ゃ
ん
H
H
小
学
三

年
H
H
、
太
一
く
ん
H
H
五
歳
H
H
、
健
太
く
ん

H
H
二
歳
H
H
)

に
は
、
思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
た
優
し
い
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

新
刊
図
書
案
内

図
説
日
本
の
古
代
6

森

浩

一

著

日

本

の

青

春

童

門

冬

二

著

崩
れ
出
し
た
ソ
連
帝
国
那
須
聖
著

じ
い
ち
ゃ
ん
は
せ
ん
そ
う
に
行
っ
た

石
谷
克
人
著

新

・

富

賢

の

時

代

小

川

明

著

中
学
生
の
勉
強
術
石
井
郁
男
著

シ
ル
バ
ー
新
人
類
の
愉
快
な
定
年

堀
佑
四
郎
著

不

思

議

眼

鏡

塩

野

米

松

著

ど

う

ぶ

つ

自

慢

沢

田

康

彦

著

素
適
な
週
末
の
お
も
て
な
し

フ
タ
ガ
ワ
ア
キ
コ
編

四
鉄
史
四
鉄
史
編
集
委
員
会
編

水
墨
美
術
大
系
全
日
巻
講
談
社

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
で
き
る
ま
で

実
相
寺
昭
雄
著

ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
泊
ま
れ
る
全
国
ホ
テ

ル
・
旅
館
ガ
イ
ド
誠
文
堂
新
光
社

山
人
の
か
み
さ
ま
灰
谷
健
次
郎
編

風

に

な

る

俵

万

智

著

ミ

ッ

チ

ェ

ル

片

岡

義

男

著

最

後

の

戦

闘

機

伊

藤

桂

一

著

神
様
の
前
で
つ
い
た
嘘
川
西
蘭
著

武
者
小
路
実
篤
全
集
ロ
小
学
館

大
津
波
パ
!
ル
・

S
・
パ
ッ
ク
著

日
本
大
百
科
全
書
全
お
巻
小
学
館

創
造
都
市
ま
つ
や
ま
愛
媛
新
聞
社

愛

媛

能

楽

史

森

松

幸

夫

著

往

田

進

遺

歌

集

芝

田

楳

夫

編

四

季

録

岡

田

重

則

著
図

書

館

。δ



おおず

官、

12月 7目、大洲子をつなぐ親の会主催

のクリスマス・プレゼント大会が、社会

教育センターで聞かれました。大会には

大洲学固などの施設や在宅の障害者ら約

400人が参加。木元市議会議長・高押収

入役扮するサンタクロースからプレゼン

トが菌己られました。

広報

4・メヲ
ヌ""~l手

叶
ン
弓
さ

ωが
や
つ
で
来
た

平成2年 2月1日

長

12月24日、徳森児童センターでクリス

マス会が聞かれ、大洲市福祉事務所の堀

口所長扮するサンタクロースから、参

加した子供たちにプレゼントが送られ

ました。この日は、徳森青年団員も特

別参加。子供たちは、団員のお兄さん

お姉さんたちと楽しいひとときを過ご

しました。

こんなにきれいに書けました1. 5. 

一OA!J参加 …-1 1月 日静 J学校で第四新春書き初め

大会」が開かれました。大会には、市内の小・中

課題の「正月 J I希望J I友情」などの文字に挑

叫

12.20. 

無
事
故
祈
願
の
三
色
も
ち

12月20日、大洲市と交通安全協会

などの主催するもちつき交通茶屋が、野

佐来の国道56号沿いに開設されました。

関係者ら約40人が参加して、20ウス分の

もちをつきあげ、赤、青、黄の 3個のも

ちをセットにしてドライパーにプレゼ

ント。交通安全を呼びかけました。

指
名
競
争
入
札

参
加
審
査
申
込

-
愛
媛
県
.

愛
媛
県
で
は
、
平
成
二
、
三
年
度
に

県
が
発
注
す
る
製
造
の
請
負
及
び
物
品

の
買
入
れ
な
ど
(
建
設
工
事
に
関
す
る

請
負
及
び
委
託
業
務
を
除
く
)
の
指
名

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
々

の
申
込
受
付
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま

す。。
申
込
書
提
出
期
間
。

平
成
二
年
一
月
十
六
日

1

-
一
月
十
五
日
ま
で

O
申
込
書
の
受
け
取
り
先
及
び

提
出
場
所
。

八
幡
浜
地
方
局
総
務
福
祉
部

総
務
調
整
課

9 

な
お
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
地
方

局
総
務
調
整
課
(
宮

0
8
9
4
⑫
4
1

1
1
内
線
2
0
5
)
ま
で
お
間
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

白
い
粉



平成2年 2月1日

保
健
一
、
セ
ン
タ
j
だ
よ
り
や

品

実

施

日

該

当

者

2
月
6
日
(
火
)
平
成
元
年
9
月
生
※

2
月
8
日
(
木
)
昭
和
臼
年
7
月
生
※

2
月
日
日
(
火
)
平
成
元
年
6
月
生

2
月
別
日
(
火
)
平
成
元
年
3
月
生
※

2
月
幻
日
(
火
)
昭
和
白
年
1
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
子
帳

乳

幼

児

健
康
診
断

健

相

目提

康

日
時

2
月
日
日
と
2
月
お
日

ペ
ゴ
士
寸
の
す

1
2
寺、

3
上
寸

1
5土
寸

4
!
日
μ

2
し
，

A

J

1

よ
口
U

1

i

ロ
μ

1

よ
ロ
μ

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

おおず

相談ごと案内
いず、れも無料です。気軽にご

利用ください。

惨交通事故相談

と き 2月 8日

2月20日

ところ 市 役所

砂人権相談

と き 2月20日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

険法律相談

と き 2月 5日 13時一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

と き 2月 1日、 13日、 26日

13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 2月20日 9 a寺一12日寺

ところ 市役所 2階会議室

急、ぐ時はE⑫ 3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

とき 2月20日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 2月 22日 13日寺-156寺

とごろ 大洲市保健センタ←

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館E ⑪ 6100

大洲福祉会館E⑫0947

砂不動産無料相談

と き 2月 15日 9時 -16日寺

ところ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花百 2階 常磐田T4

10時 -15時

ク

3階会議室

広報

2
月

4
日

(
日
)

2 
(月
日 11
~日

2
月
ロ
日

(
月
)

2 
(月
日 18
)日

2 
(月
日 25
)日

村
上
医
院
(
常
磐
町
)

宮
⑫
2
3
4
6

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮
(
⑪
0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

肱
川
医
院
(
菅
田
)

宮
(
⑪
2
9
1
5

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑫
2
1
5
1

三
瀬
内
科
(
八
多
喜
)

宮
⑮
0
0
0
3

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

町
野
医
院
(
森
山
)

宮

(
ω
0
0
0
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

2
月
1
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
別
分

1
ロ
時

加

戸

病

院

日

時

i
H
時
叩
分

糊

西

日

興

産

日

時

1
M
時
却
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

2
月
目
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

2
月
出
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
秋
ま
つ
り
子
供
み
こ
し
の

む
さ
い
せ
ん
を
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新
谷
新
(
人
口
保
育
所
園
児
一
同

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

三

の

丸

松

井

保

男

金
一
封
(
平
野
地
医
社
協
へ
)

平

野

町

大

藤

光

生

金
一
封
(
若
宮
天
寿
会
と
市
社
協
へ
)

若

宮

矢

野

正

平

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

松

尾

幸

野

盈

芳

(
物
品
の
口
座
)

手
作
り
む
子
玉
百
個
(
大
洲
清
和

国

へ

)

春

賀

松

田

ト

ク

ヨ

車
椅
子
一
台
(
貸
出
し
用
)

柚

木

川

本

太

雄

金
一
封
(
バ
ザ
i
売
上
金
の
一
部
)

大
洲
食
生
活
改
善
推
進
員
(
代
)
亀
田

ツ
ヤ
子

金
一
封
(
寄
付
金
)
三
の
丸

工
芸

O
の
会
(
代
)
桧
同

金
一
封
(
収
益
金
)
若
宮

イ
ン
ク
ス

金
一
封
(
子
供
み
こ
し
の
お
安
銭
)

菅
田
町
四
千
供
会

金
一
封
(
拾
得
金
満
期
)
大
洲
小

学

校

四

年

二

組

池

田

恭

子

金
一
封
(
寄
付
金
)
回
日
中
央

ビ
ル
内
ク
リ
ス
タ
ル
ギ
ャ
パ

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
寄
付
金
を
市
内
福
祉
施
設

五

ヶ

所

へ

)

若

宮

古

同

友

陸

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

竹

田

文

子

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
一
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
で
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

岩早
村苗
ウ

- 10 

手口
車氏

:b'ぞ 7・什言T
われ臼 1
び 1 新月正
の月元 6・
と 7・号日広
、日平昭報

訂、成和
正 8・と天月
い日な皇号
たのる崩 4
し言呉り f卸 P
まりはこげ σ〉
すで、 H 表
。 し そ 1 中
たれ月。

固定資産税4期

納期は2月28日です

今月の納税
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